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1古植物学講座⑩1

字富と海洋

1.宇宙の花粉挙

宇宙についての科学的知識は年と共に急速に積み重な

に生物淋存在するのでないかという考えはSFの小説

はさて結いてもやはりわれわれにとりて非常ぽ興味の

あるテｰマである.花粉学者の立場からζの問題ぽ取

り組んでいる人為を紹介したがらこの話題を取り上げ

てみよう.

王961年米国のアリゾナで開かれた篤三回国際花粉学会

の花粉学

徳泳重元

の席上ナジ博士(B.N総y現在カリフ攻ルニア大学)は

TVを通じて隈石の申から屍出きれた胞子状物体の存

在を報告した1この時この講演を聞いた人々の申紀も

果たしてそのようなものが鰻石中にあるのかもしあっ

たとしても後の汚染によって付着したものではなかろう

かという疑いを持った人冷も少匁くなかったと思う

私もその1人でひいき胃にはみたいのだがそれにし

てもやはり半信半疑であったことは否定できない苗

ところがTVを通じて見せられたものは明らかに胞子

と考えられる物体であるしまたその後今資に至る7年

間にこうした生物体に関する研究について注員していた

ところ最近ます凄すこれに関する論文が員につくよう

になった｡さらに昔竿宙生物ヨ争なるものの写真も多数

出て来たのでここに紹介することを思い立った.

しかし私自身は実際に未淀隈石の花粉分析を行匁った

ことはないので存荏論をうのみにしているわけでは恋

いことをお鰍りしておこう｡

鰻石にもいろいろの種類があるそのうち炭質物

か含まれているとみなされるもグ)は炭素質隈石1ン

〆弩イト(cQ狐d破如)とよばれているこのものの形

成について鉱物含成専門の学者によれば低温1還元

環境等で形成されたものと考えられている培

宇宙花粉学の焦点はまずこの鴛ンドライトにあてられた

は主として服からたりF隻蟹0.78%Ni8.59%C◎

o.6脆カ童おも放成分といわれているが内部の断面を

酸で腐蝕窓せると縞模様が現われそれがFe珊の合金

の相平衡を示す現象であるとされている.このよう枚

現象を示すことについて膿鉄は摂段数百度になったあ

と2～10℃/百万年す匁わち百万牢ごとにこの程度で冷

却したのだという説がウヅド(W00d)やゴｰルドシュミ

刈一博土らによ㌦て提喝凄れている.

漢た石鉄鰯蕎はF餐一N量合金と珪酸塩鉱物とをほぼ同

鐙含んでおりそのものは南来したもとの天体の表由層

とマントルの境付近のサンプルであるといわれている.

第至圃国際花粉学会の開かれたアリヅナ大学鋤澱響教蜜�
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表1炭窯質コンドライトについて

の諸説

三説明う'ぺ警こと

コン1ξル^ルの成因

コンドライトのグ

ルｰどンタ

コン1ごライトの急冷

炭素質コンドライト

の低温

Lo柵曲蟹(}957,5幻

脇憲榊⑪d(岬9,㈱

遺禿は脱水反店一･

i'1]心部でH竃O,CO望

の発娃→火山藩蹴

刈臓繊物の緒螂

鐙允蕾)程度

臓出臓

始源物澱のまま

U閉y(脇6､鰍｡δ8)

獅突時1こ淘節魑が

破一片となηてから

抵潟で凝蕪

艦禿の程度

禰礫破壊後輯ぴ

凝蕪

繊突踏

M舳｡n(〕㈱.舳

脱水災応による

蒋鰭晶

(閲棉のまま)

磁点以上の時期な

し

麟ホ葦怨む晦鐙

A納鮒轟(玉髄｡)

l1帖で浮)遜剤ζぶ

棚てガス婆脈s2,

si§)→火山噴

1土脇幻惑総

遼禿の穰度

母体の薮爾鰯激

母俸の最表層散

蝋當Qδ(ユ§鑓､鍛､繍)

Anδ鮒竃(五963,64)

墨嚢中で凝集飾す

でに粒子として凝

結

初期賜邸衡

小惑劉こ灘繋後ぽ

欝幾し楚も刎童跳

逸散しダル岬列こ

搬泌

ガ災逸鮒こ次る慈

冷

鶯ンぎ繁イドと

H鶉Oの反応

晩鮒(鷲鎖､総)

固体球¢二櫛突で粒

子となりその際衝

突エネルギｰで瞬

間的にとけ急冷

衝突跨の酸化

逸敵の程度

衡繁後急冷

コンダ管イドと

H20の反応

注:コンド1壮とは粒状をしめす現録(塵津康男｢地球の進化J談滋一㌘よ蔓抜粋i撒)

石質畷右は主として珪酸簸と輝石とからなり臨Ni

の合金相は0～2脇篶S(トロイライト)を5～6%含む

という｡

さて問題のコンドライトは直径1㎜ぐらいの丸い

粒の箪合してできたもので質は基質も粒も共に轍らん

二石と輝石を主とするものである.このコンドライトの

中でも非常に特長のあるのか巌藁質コンドライト(Car-

b㎝aceousconδr畑)である.地球化学背の研究によ

るとそれは中紀有機物やOHを含む鉱物をもつのカミ

特長でS､恥O,C等もみとめられるその成因につい

て講説あり表五に島津康男博士のまとめられたものを掲

げておいた.一これを見てもわかるように少荏くとも

この明石は高温の状態において生成されたものでな

いことがたしかなようである.そうするとその中に生

物体に類似する物体が含まれている可能性はきわめて濃

いということに瓶るがこの地球上における先カンブリ

ア紀の地層申からも最近胞子あるいは花粉状の物質が

続埼発見されっつあるのでこのよのなものと屍くらべ

ても形の上ではさほど蓬がないように思われる｡

3｡隈掲串の艘予

後熔掲げ施文献紀あるぷ曇は糧荷ぽ関連のおる生物

体はついての研究はかなり兇蛾鵬ぷうはなった｡

大部分のサンプルはフラン渓の泳ル該イエ(o昭蝸11)

で螂埠に発屍され杷もので地球止において屍出され

た!9個の炭素質隈荷のう葛⑳五つである｡ζれは規荏

二狐一驚一クの自然史博物館鐙ワシントンの自然科学

博物購ぽ所蔵されている.

スタプリン博士ζRL駁薮斜滋｡工漉至)概測Oj〕C狐C籔鶯殺d籔)

による研究では漢ずζれを細かく砕巷弗化水素1硝酸

･塩素酸カリで処理しその残淑こついて顕微鏡下で

観察が行匁われた｡その結果その残澄の申に写真で

示し危単細胞の藻類のようなものが認められこれにカ

エレ黒ティテス(C鎚]鰍三隻鑓鵬蝸n馴1㌶u§)とクラウシ

スフェラ(α柵s…sphaera萱搬)と命名されたこうし

た物の存在は前にのべたように後からの付着という点に

っいてさらに詳しく調べられた結果このものの他に白

亜紀の胞子と現生植物の花粉カミ付着していた.こうし

た事実からこの噴石は白亜紀に地球上に落下し白亜紀

の堆積層中に埋れさらに発見される時に現在の植物の

花粉がついたという考えが打ち出されている｡

また同じくオノンゴィユの噴石はナジ博士によっても研

究されこの隈石の申の微構造が研究されている.こ

れにはマイク芦アナライザｰを使って鉱物成分力湖らか

にされている.その結果をみると鉄･マクシネウふの

珪酸塩を主とし塩酸その他でとけ恋いものは炭素物質

であることが明らかに扱ってい蕃自

蜜たウルトラ亨イタい渓災ク1沖メｰタｰや電子顕

微鏡によるこの魑宥⑫趨薄妹⑳観察も行溶われており

その結果こ⑱隈肴⑳弗絶塗物体撚確集終存在し垂れ

が天体固有のもので侮る秘凄簑かは断蕎でき滋ばしても

馨実として認められている曲

こうして雌一の華掛りで踏篇蟻汐汽ライhを瞭心とし

てすすめられてい葛字窟の花粉は鞍斜め欝積坐おもに

字窮地質学(簿脾囎鮒曲鰍)の一分野些しで恋ゆ立って

いくものと思われ鳶由ζ&に最近兜勲※ブリア紀層に

おける胞子諮桝､は花粉型の発屍&共積地球の歴史

の上での生物の起源というζ登にも人海の興味はむけ､�
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図ユ海洋花粉学の雑譲

られている｡わが国でもこうした面について命後何

等かの試料雅えられ貢献できることができればと1いう

のが当面ののぞみであろう.

海洋花粉学(Mar1!則剣岬｡1ogy)ということばは最

近とみに使われるように削)堆積学関係の雑誌にも特

集号がでるように扱った.その内容をみると大きくわ

けて2つに溶る｡その五つは海洋調査とくに海底地

質調査研究の王つの部門として海底に堆積している軟

らかい新潮の堆積物に対しての花粉学的な研究である.

その堆積物は漢積層である場合もあろうまたさらに

新しい堆積物である時もあろう.いずれにしてもその

中にある花粉･胞子化石の八リ方を調べて堆積のあり

方海底堆積物と陸上の岩層との関係などを研究する｡

とくに陸地における植生と花粉堆積との関連性など広い

面積にわたって調べられている場合が多い.

もう1つの面は海底に下した試錐のコアを花粉分析

しあるいは海底から採取した堆積岩を花粉分析しそ

の結果その地層の地質時代や層位あるいは堆積の状況

の面を明らかにしようとすることである｡

このよう泣やり方をすでに大規模に実施しているのは

いう現状である.

4.海薄の花粉学

はるか空の彼方から深い海の底へ花粉学研究の場を

移して考えてみるとここにもまた広いそして興味のあ

る研究が麗開されてきた｡

オル=ゴイユ限石中から発兇慈れ淀駿苓溶解物体(鑑予顕微鏡響践)

5.'皿9000mの海底の花粉

目本列島の東側にそって深い海溝のあるのはすでに

よくしられている.先年フランスのバチスカｰフ型深

海調査船“アルキメデス号"は員本の近海一蝸00㎜

オ冷ゴイユ限榊ilからみいだされた物体(12'')�
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と一9200mの海底から多くの試料を採取した.

その試料について花粉分析が行匁われたがその結果

いくつかの興味のある寮実が発見されている

その場所の工つ(図2のA点)は北緯38償五ぴ東経!43組､

461東京を去ること北涼約500良㎜の地点で深廣一450G

孤のと芯るである｡他の点は北緯33竈30∫廉軽工姐軸

591東球の南東gOO妓狐に幾り深度一隻200㎜⑳獲点で彫

る.

この資も一9200狐の海底の堆積物は黄灰箪像均質⑯=

泥で工㍗2cmρ小さな々ジぷ旧ルが㌻様にち蔭はつ下

いると報告されている.この堆積物の中からは花粉

分析の結果写真でみられるようなきわめて保存のよい

花粉の多一くカミ見出された!そのおも匁ものは,カバノ

キ(Bet服)ブヂ科(Fa騨醐e)の花粉針葉樹滞あるダ

ツ(Pin蝸)ツガ(丁蜘g&)響であり後背はとく熔多量紘

見出されている.この他ウラボシ科(Po1yp0伽｡eae)

や淡水性の緑藻類(BOtryOCO㏄uS)の胞子があっ施.

またこの堆積物の中から中生代のものである花粉化石

オバリポリス(O制童脚雌§)とクランポリス(α舳sOP0鵬)

カ茎見出されこれらのことは明らかは付近海底における

中生層露岩の存在を推定するユつの手掛りを与えている

この1点の分析はこれを中心とする地域の問題に新し

い考察を与えるものだろう.

6.鴬本をめぐる海域での研究

属を転じてみると鴬漆海がら球称一ック海にか

けて海底の堆積物潟よび海底下の地層についての花粉分

析の研究はソ連の独断腸である,まずオホｰツク海

を眺めてみると海底堆積物の数王0点の試料はすでに細

かに分析されその花粉構成図が発表されている.そ

�
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図3オホｰツク海底堆積物の花粉分析結果

高点において花粉携磁の扇状図形が示されている

､/

!∴介A×

ノｰ

∴∵㌧

図2ア冷締メタ夙努試料擦敬傲鐙関

してその成果の申で花粉構成の変化カミ鉱物の組成と密

接ぽ関連がありすなわち花粉の堆積カミ鉱物と共は移動

していることを示している.従って海底面の傾斜カミも

っとも関連ふかくこれらが多くたまっているのは海底面

の凹みである.

コレネバ(Koreneva)樽土の調査によると一番多く入

っているのほ北緯52～54｡東経146｡における海盆の中

の堆積物でエg吻堆積物中400個の花粉カ茎入りてい花

と記されている.そしてオホｰツク海周辺の植生と花

粉の内容の関連性から海底堆積物の花粉構成による区

一9,20⑪蛾の擁鱗確織物卵の荻紛鰹子化孫�
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図4日本潮こおけるソ連の花粉分析地点

層準

､M

･･銭調肢

へ1･1“一'ir岬I,in山ヨ“丘榊｡br帥

020郷劔智｡…o螢㌔olc1一圭02040500､､02040紛亭萢

樹'{:事嚢鶴釘概徽星歳

糾}刈㎞

1帖

1簑剛撚虹;

図5

尽

管102マ3

R本海3602地点における花粉分析結果(鴛レ率バ

分が行衣われている.

一方広大な太平洋についても写真に示したヴィチヤ

ジ号をはじめソ連の調査船も広い範囲にわたって調査

を行放っている.こうした研究のうちでも二楓一ジｰ

ランド近海のデｰタによると陸地あるいは島から500

k㎜ほど離れると海底堆積物中の花粉1胞子の量も少

なくなりまた陸地の植生に影響されることも少ないと

いうことである.

またニュｰ･カレドニア･ニュｰヘブリデス島近くの

海溝では三稜型(Tri一蹴)の胞子が非常に多く認められ

ζれはむしろ海流のため流れやすいものばかりが集った

現象と考えられている由

以上は前にのべた1つの方法である海底堆積物にっい

てなの芯が次に篤易の方法す匁わち海底下の堆積岩

についての花粉学的な研究獄どうなりている⑳怒るう

かこの方繭の研究は黒本海をはじめ太平洋第部1北海1

スカゲラック海峡1地帯海等冷非常ぽ多くの所で行な

至96玉正也言開月幸喀17一連)

0204060団6

われている｡それらの目的には燃料資源を採るための

試錐コアの分析あるいは海峡の下の岩石の地質時代を

判定するための調査･海嶺の地質の調査校といろいるの

面がある､身近なものとして買本海で行旅われた2～

3の例を紹介しよう.すでによく知られているように

日本海のほぼ中央部から南西よりに大和海嶺または大

和堆とよばれる浅所があるがソ連によって花粉分析の

行なわれたのは北緯4ゴ091東経蝸笥五8ヂ水深350砥m

の地点(図の3602)とこの大和堆の南東北斜面(図の2652)

水深1337㎜北緯39地'東経13姉びの2個所である｡

水深350切の3602の地点では海底下17.02m掘りこ

みこの岩層について花粉分析が行なわれている,

コアの最下部の岩層中における花粉構成をみると花

粉構成中草本類の花粉が全体の46%を占め樹木種の花

粉姐劣胞子10形を示している.このように上舷に至

るぽ従い針葉樹花粉の含まれる割合いがましている.

草本類の中ではヨモギ(Artemisia)が52～78%アカザ

(Ch鋤鞭｡dium)イネ(Graminae)たどがある.また

針葉樹の花粉の中にはツガ(Tsuga)やマキ(podOcaト

p蝸)匁とがある.

ζうして分析した結果をみているとこのような草本

類は陵地からあまり離れた所には堆積していないこと

触の宥孔虫化石の研究を考え合わせて{,コア最下部あ

花脾)堆積層の時期に最大の海退が見込まれ約100m

におよぶ水位の低下が考えられると結論ずけている.

そうするとさらに現在水深の浅い海底は当然陸地とな

吋式海止｡にあらわれていたはずであってそこには草

本類の茂る地域の存在が推定されることになる.

資本海海底における試錐のコアは2652地点におけるも

ソ連海洋調査船ツィ黄帝ジ号�
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のはわずか数mであるがかえって花粉の含有は少なく

化石の含まれ方からいってむしろ2回程の水面.トヘの

上昇すら考えられている

このように海洋の花粉学的研究は2面の方向にすすみ

っっあるのだがさらに数多いデｰタがほしいところで

柘る.

の閲魑を反映しつつ進んでゆく面も備えることはぜひ

必要であるというのが私σ)考えである.この講座もそ

の工つの畷われであったが他尽改め補うべきものを加

えて叢&婁った形でよんでいた芯けることに在ると思

っ.(筆者は石炭課長)

7.世界の海津花粉学

世界各地の海底調査研究のうちで花粉学に関連あるも

のは非常に多く放ってきた｡たとえば先にあげた雑

誌(Mari舵騨此駆)の特簾号ぽおげられているものを

始め吉生物学の方面ばかりで扱く資源開発の会社婁

で海洋試錐解析のデｰタのユつの方法として花粉学を擬

用している.

海洋における花粉堆積の問題についてみれば米国の

東側バハマ諸島の浅い海城においては海流とマツの花

粉堆積との関連性が論じられている.この方面では流

れの強い所には花粉は少なくむしろ島陰のよう柱静か

な海底に非常に多く簾っている.しかしその傍の島の

上の植生とは無関係であるというような結論がでてい

るこの場合はむしろ空から隣る花粉の堆積よりも流

れによって生じた移動の方が箆要視されるということに

狂るだろう.

漢たミシシ1ソピｰ川や南米の大河オリノコ河の川口付

近における堆積物の申の花粉は境生に関連のふかい植物

ばかりではなく中生代白亜紀の胞子や花粉もまぢって

いるこれは川が流れてくる間に削剥した岩石の中に含

まれていたものである.このように堆積物の新潮のも

のには古いものも混ざるという可能性についての検討に

育効扱解釈をあたえる材料とたっている.

欧州における海洋花粉学は北海におけるガス田に対

する試錐のコアあるいはスウェｰデンとデンマｰクの

間の海峡における海底地質の探査などに使われている.

とくにスカゲラック海峡においては海底岩盤のドレ

ッジによる試料の花粉分析でその岩石が白亜系である

ことが半リ明している.

以上海洋地質の方面でわが国でも調査の1つの方法と

して将来花粉学を取リ入れることによっていくたの興

味ある事実がやがて判明することだろう.
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